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新型コロナウイルス過の剣道価値と普及への取り組み 

～中四国大学生剣道部員を対象に～ 

1210547 宮田紘輔 

高知工科大学 経済・マネジメント学群 

 

1. 概要 

 2019年 12月に発生し、世界中で流行した新型コロナウイ

ルス（COVID-19、以下新型コロナウイルス）によって世界

中が混乱し、2020年開催を目指していた東京オリンピックが

延期になったことを筆頭に多くのスポーツ大会が中止・延期

になり、剣道の大会においてもほとんどが中止になった。 

 本研究では、現役剣士の考えるコロナ過においての剣道の

価値と普及を続けるための方策を検討し、今後の課題解決に

繋げていくことを目的とする。 

 

2. 背景 

 現在、日本の剣道人口は大幅に減少していないものの初段

合格者数は年々減少傾向にあり、この結果から新規剣道人口

の減少に繋がっていることがわかる（表 1）。 

 

表 1. 初段合格者と 13歳人口の推移 

年度 初段 13歳人口 

平成元年 6.2 183 

平成 29年 3.6 111 

平成 30年 3.3 106 

令和元年 3 109 

全日本剣道連盟ホームページ「《基本計画》次世代への継承に

向けて」より抜粋 

 

新規剣道人口減少問題に加え、今年世界中で大流行し

WHOがパンデミックと評した新型コロナウイルスの影響に

より多くのスポーツが実施できなくなるなど、競技人口の減

少に追い打ちをかけられている状況になっている。 

剣道を介しての新型コロナウイルス感染実例として、2020

年 4月 7日に愛知県警の剣道特別訓練員の間で新型コロナウ

イルスが蔓延しクラスターと認定された。換気が不十分な中

で密接して練習を行ったことが原因と言われており、このニ

ュースによって剣道は飛沫感染しやすいスポーツのひとつと

して認識されるようになった。 

 また、剣道は気剣体の一致、つまり剣道において勝利条件

となる一本取得においての必須条件である「気：気力・掛け

声、剣：竹刀・技、体：姿勢」の 3つが一致することで成り

立つ競技である。そのため、新型コロナウイルス禍において

も、特性上マスク着用が必須となる。一般的に新型コロナウ

イルス禍において至近距離の会話・声だしがタブーとされて

いるものの、剣道では、気剣体の「気」の部分で掛け声が必

要になるため、競技中もマスク着用が必須条件ということに

なっている。これにより、現役剣士に対するマスクによる呼

吸困難などの練習への負担増加や制約条件の増加が懸念され

ている。実際に剣道連盟は具体的な対策として、向かい合わ

せを極力避け、やむなく向かい合わせになる場合には 2ｍの

距離をとり、発声も極力控えることを前提とし、稽古を行う

者は、飛沫の飛散防止のため、必ずマスクを着用し、シール

ドを着用することを強く推奨している。また、道着・袴・防

具着脱時の更衣室の密集を避けることも挙げられている（全

日本剣道連盟 対人稽古再開に向けた感染拡大予防ガイドラ

インより抜粋）。 

  次に、新型コロナウイルスによって受けた剣道関係の実害

を見てみると、世代を問わずに多くの公式大会が中止または

延期になっていることがわかる（表 2）。私自身、新型コロナ

ウイルスの影響によって大学生活最後の公式大会すべてが中

止となり怒りと悔しさがこみあげた。また、新型コロナウイ

ルス過を経験することでこのまま剣道を行うことは正しいの

だろうか、何か改善策を考えなければ新規剣士を獲得するこ

とが難しくなり、日本の伝統文化である剣道が衰退してしま

うのではないかという疑問も生まれた。 
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表 2. 新型コロナウイルスの影響によって中止になった主な

大会 

 

全日本剣道連盟ホームページ 大会一覧表より 

 

 以上のことから、本研究は新型コロナウイルスによって影

響を受けた現役大学剣道部員に着目する。新型コロナウイル

スによって影響を受けた現役剣士の剣道に対する価値観の変

化と、今回の経験を活かした今後の剣道普及策を検討するこ

とを目的とする。 

 

3. 目的 

本研究の目的は、新型コロナウイルスによる影響を踏まえ

たうえで、伝統文化である剣道の価値を維持し、普及を行い

新しい剣士を獲得するために何を行っていくべきかを検討す

ることである。 

 

4. 研究方法 

本研究では、現役剣士の剣道に対するイメージ変化等に関

するアンケート調査を、高知工科大学含む中四国大学 9校の

剣道部員を対象に行った。 

また、月刊誌における新型コロナウイルス対策に関する文

献調査を行った。調査内容は以下のとおりである。 

 

4-1.調査内容 

A．アンケート調査 

日時：2020年 9月 16日～同年 10月 4日 

対象：中国・四国地方に在る大学 9校の剣道部に所属してい

る部員 計 74名 

方法：Google formsを使用してのオンラインアンケート 

 

2．質問項目 

 

①個人的特性項目 

（性別、大学名、学年、剣道競技歴） 

②剣道へのイメージは、新型コロナウイルス発生以降どう変

化したか（選択式） 

③②において選択した回答の理由 

④剣道にどのような価値を感じていますか。例：礼儀作法や

日本の精神を学ぶことができること。 

⑤日本古来の文化である武道の価値を新型コロナウイルス以

降にどう守っていくべきであると考えますか。 

⑥新型コロナウイルス過において悪いイメージを持たれてい

ることを前提とし、剣道を幅広い年齢層に普及するには何を

すべきであると考えますか。 

 

B．文献調査 

日時：2020年 12月 10日～同年 12月 30日 

対象：月刊誌「剣道日本」 

   2020年 7月号から 2021年 1月号まで 

方法：新型コロナウイルスに関する記事の抜粋、内容分析 

 

5. 調査結果 

5-1. 個人的特性 

①性別、学年、剣道競技歴 

男性 46名で 62.2％、女性 28名で 37.8％となり男性が 6

割を占める結果となった（図 1）。 
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図 1. 性別 

 

学年は、1年生 24名・2年生 26名・3年生 17名・4年生

7名となり 1・2年生で半数を占める結果となった（図 2）。 

  

 

図 2. 学年 

 

剣道競技歴については、大学生になると剣道歴が長くなり、

最短でも 7年間剣道をしてきており、最長では 17年間続け

てきているものもいた。平均値は 11年間で、最も人数の多か

ったのは 12年間という結果だった（図 3）。 

  

 

図 3. 剣道競技歴 

 

次に、新型コロナウイルスによる剣道へのイメージ変化 

に関する調査を行った。 

 

②剣道へのイメージは、新型コロナウイルス発生以降どう変

化したのか。 

イメージ変化については、「ある（良い）」「ある（悪い）」

「変わらない」の三択で、「ある（悪い）」が最も多い結果と

なった。 

また、全体でみても「ある（悪い）」の回答が半数以上を占

めている。この結果により多くの人が新型コロナウイルスで

剣道のイメージを悪化させたことが分かった（図 4）。 

 

 

図 4. イメージ変化 

 

③ ②の理由 

「新型コロナウイルスによって剣道へのイメージに変化は

あったか。」という問いに対しての回答理由は以下の通りであ

る。悪いイメージがある理由としては「競技特性上ソーシャ

ルディスタンスを保つことが難しく感染リスクが高まるた

め」が最も多い結果となった。次に、ほぼ同率で「マスクな

どの制約条件が厳しいため」と「公式試合と練習試合が中止

になったため」が多い結果となった。関連して試合中止や以

前と同じような練習ができないことによるモチベーションの

低下が挙げられた。少数意見となった良いイメージがある理

由としては、「これまで部活によって縛られていた時間をほか

のことに使う余裕ができたため」、「自主トレーニングによっ

て自分に足りないところを重点的に鍛えることができるよう

になったため」など剣道だけでなく視野を広げたうえでポジ

ティブな考え方をしている者が多く見られた（表 3）。 
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表 3. イメージ変化に対しての理由 

ソーシャルディスタンス（三密）等規

制の追加 

29 

マスクなどの条件が厳しいから 11 

試合と練習の中止 10 

なし 7 

モチベーションの低下 4 

時間に余裕ができた、自主トレ等 3 

運営の判断が遅い 2 

制限が多い 2 

対策すれば問題ない 2 

競技特性 1 

クラスター 1 

世間が悪いイメージを持つから 1 

ルールを守らない人がいるから 1 

 

④剣道にどのような価値を感じていますか。 

 この質問に対する回答は、主に精神的需要と日本文化要素

を含んだものが多くあった。特に、「武道である剣道によって

礼儀作法を学ぶことができる」という回答が最も多かった。

（表 4）。 

表 4. 剣道価値 

礼儀作法 27 

精神力 8 

人間形成 8 

心身ともに鍛えられる 6 

面白い 3 

対人競技 3 

感謝する心 2 

敬意を学べる 2 

交友関係を深める 2 

チームワーク 2 

日本文化を学べる 2 

忍耐力 2 

広い年齢層の繋がり 2 

継続力 1 

人生 1 

組織の在り方を学べる 1 

なし 1 

日常生活に活かせる 1 

 

⑤日本古来の文化である武道の価値を新型コロナウイルス以

降にどう守っていくべきであると考えますか。 

 

武道価値を守っていくために必要なことについての質問に

対して最も多かった意見は、「練習や試合をするにあたっての

基準やルールを定め、世間から見ても安全と分かるように対

策を行う」という回答だった。次に「武道としての価値を損

なわずに、これまでの考えや慣習を変えていくべき。」という

回答が多い結果となった（表 5）。 

 

表 5. 武道価値保全に向けての対応案 

基準を決め対策する 21 

なし・わからない 10 

考え・慣習を変えていくべき 8 

今まで通り 8 

価値を普及する 7 

SNS 5 

現剣道人口減を防ぐ 4 

武道体験 2 

代替試合 2 

高い志をもつ 2 

ワクチンができるのを待つ 1 

戦争後の普及活動を参考にする 1 

競技者が人間として成長する 1 

若者が次世代に伝えていく 1 

革新的なアイデア 1 

 

⑥新型コロナウイルス過において悪いイメージを持たれてい

ることを前提とし、剣道を幅広い年齢層に普及するには何を

すべきであると考えますか。 

 

 表 7は、新型コロナウイルスで悪い影響を受けたことを前

提に、剣道を普及するための案に関する結果をまとめたもの

である。その中で、「メディアを使ってアピールする」という
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回答が最も多かった。内容としては、地方のテレビ番組で、

感染症対策をしたうえでその地域の剣道クラブの活動を紹介

することや、幼少期には社会性を身につけられることに重き

を置いて、高齢期には健康的な体作りに繋がることを広め、

どの年代においても利点がある事を伝えることなどが挙げら

れた。また、少数意見ではあったが「鬼滅の刃」や

「ONEPIECE」、「るろうに剣心」など日本が世界に誇る漫画

文化の中で、「剣道・剣術を扱っている漫画やアニメを使い若

い世代や外国にアピールしていく」という回答も得られた（表

6）。 

表 6. 剣道普及に関しての具体案 

メディアを使ってアピール 20 

基準を決め対策する 15 

なし 6 

良さをアピール 6 

SNS 6 

地元の活性化 4 

剣道をする機会をもっと設ける 3 

コロナ収束を待つ 2 

剣道や剣術を使うアニメや漫画

を使い若い人たちにアピールす

る 

2 

昔からの剣道のマイナス部分の

対策 

2 

幅広い年代ができることをアピ

ール 

2 

イベントを開催 1 

悪いイメージはない 1 

厳しい 1 

現役が頑張る 1 

初心者向けの情報から発信 1 

他人の楽しいを引き出す努力を

する 

1 

 

B.文献調査結果 

月刊誌「剣道日本」の 2020 年 7 月号から 2021 年 1 月号の

新型コロナウイルスに関する記事の抜粋と、内容分析を行っ

た。新型コロナウイルスに言及した記事は全部で 44記事あり

（全体 175 記事）、抜粋記事の主な内容は以下の通りである

（表 8）。 

 

 

表 8. 月刊誌「剣道日本」における新型コロナウイルスに関す

る記事内容のまとめ 

〇2020年 7月号 

 4月 7日に 7都府県に発令され、4月 16日に対象を全国

に拡大した緊急事態宣言により対人稽古が、できなくなってし

まった状況に柔軟に対応するための具体案と、大会中止にな

ったことに対しての学生の本音と決意が書かれていた。 

・武道・武術で大事にされてきた”静”を見直そうという提案 

・インターハイ、初の中止 高校剣士の一大目標が消えて… 

（2020年 7月号 特集①剣士たちの‘‘いま‘‘） 

〇2020年 8月号 

 本研究でも実施したアンケート調査を「剣道日本」の読者を

対象に行われていた。幅広い年齢層にアンケートをしている

ので本研究で行ったアンケートでは判明しなかった世代ごと

の価値観を知ることができた。 

 

・剣日アンケート調査 コロナ禍で考える現在と未来 

（2020年 8月号 特集 2 できる稽古を求めて） 

〇2020年 9月号 

全日本剣道連盟が定めた新型コロナウイルスに対して細

かく記されているガイドラインを、少年少女剣士に向けて表現

を分かりやすくし掲載されていた。 

 

・「子ども剣道ガイドライン」を読んで剣道再スタート！ 

（2020年 9月号 特集 2 できる稽古を求めて） 

〇2020年 10月号 

 公益財団法人全国高等学校体育連盟の主催事業であるイ

ンターハイ中止を決定した最終的な 3つの理由と中止になっ

たことによる弊害を全国高等学校体育連盟専務理事の奈良

隆氏にインタビューを行った内容であった。 

・インターハイ中止決定の経緯と主催者の思い「この戦いを人

生の糧に」 

（2020年 10月号 全国高等学校体育連盟専務理事 奈良隆 

インタビュー） 
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〇2020年 11月号 

 高校生の剣道大会はあくまでも学校教育の一環としての部

活動で、学校が再開し部活動、次に大会という順番で行うべ

きであるとされ、それに準じた形で、新型コロナウイルスの感

染防止対策を全日本剣道連盟、茨城県剣道連盟の指針、茨

城県教育委員会の指針を基にして対策案を考えて大会を開

催したことが分かった。 

 また、開催したことで見えてきたことは、新型コロナウイルス

の影響で、世の中も、学校教育も大きく変わり、剣道界も変わ

る必要があり、乗り遅れると剣道人口減少に拍車をかけるこ

とになるので剣道の古い様式は大事にしながらも新しい変化

を受け入れ新しい剣道大会様式を考える必要があるとあっ

た。 

 

・「新しい剣道様式」大会へのモデルケース 

（2020年 11月号 高体連剣道専門部部長 橘正宏 インタビ

ュー） 

〇2020年 12月号 

① 直接剣を交えないオンライン指導の実践内容について掲

載されていた。新型コロナウイルス以前から海外にいる剣道

家にオンライン指導を考えており、体験後文字や言葉に視覚

的要素が加われば、伝えたいことをより明確に伝えることが

できることが分かった。また、新型コロナウイルスによって道

場に通っていたが困難になった人や面識がないが剣道を学

びたいという意欲がある人を加えて zoomによる剣道専門の

オンラインサロンが開かれ、通常では 10~20名ほどで集まり

稽古をするところをオンラインにすることで海外や日本の遠方

に住んでいる人が参加することが可能となった。 

 オンラインサロン会員内容としては、動画及びコラムを週に

1度、サロン内交流・ディスカッション、ライブ配信、定期研修

会（＝実践稽古会）への招待、個別の質疑応答動画指導が

主になる。 

 これを活かすことができると、剣道文化をより分かりやすく

簡単に海外に広めていくことが可能になることが分かった。 

 

・「理論と実践」という尚道館の原点に還れた道場でのオンラ

イン指導 

② 芸能人剣道愛好家が YouTubeで稽古や昇段、剣道具選

びなど様々な視点からの配信を行っていることが分かった。 

 まず初めのチャンネル名は、「剣道まっしぐら！」で剣道人

口減少対策として剣道の魅力を伝えていきたいという目的で

開設された。 

 次のチャンネルは、「ゴリ剣道チャンネル」で、テレビ番組を

筆頭に世の中に剣道関連のコンテンツが少ないと感じ、剣道

の選手が世の中にもっとリスペクトされてほしいという願いか

ら剣道への恩返しをテーマに開設された。影響力のある芸能

人が剣道を伝えることで普段剣道という競技に接点がない人

でも知る可能性が高くなると考える。 

 

・芸能人愛好家が YouTubeで剣道愛を発信！ 

（2020年 12月号 特集 剣道新規発見） 

〇2021年 1月号 

 全日本剣道連盟が定めた新型コロナウイルスに対してのガ

イドラインに沿って 10月 18日に第 70回宮前区剣道大会が

実施されたことがまとめられていた。 

 

・知恵を出し、思いを込めて大会決行！ 

（2021年 1月号 特集 エピローグ 道しるべ） 

 

以上に挙げた記事から、剣道における新型コロナウイルス

対策についての内容分析を行った。2020年 8月号の読者アン

ケートにおいて、本研究内容にもあった剣道の普及に重なる

回答が多くあった。その中でも「今後の剣道界について」と

いう質問に対しては、本研究を始めるきっかけとなった「剣

道人口の更なる減少」という懸念ではなく、「もし来年オリン

ピックが開催されるのであれば、五輪競技に限らず海外メデ

ィアが日本を取り上げる機会も増え、文化といった側面から

フォーカスした時に、外国人が食いつきやすい“剣”を扱っ

ている武道であるため、国内外で今まで以上に関心を集める

ことができる。」という展望が描かれていた。 

2020年 9月号では、子どもに対してもわかりやすいガイド

ラインが掲載されていた。日本剣道連盟からもガイドライン

が発行されているが、それを簡略化した内容が必要であると

いう内容であった。日本剣道連盟掲載のガイドラインに比べ、

この剣道日本掲載のガイドラインは、感染防止のための特殊

な面マスクのつけ方や防具に飛沫防止のためのシールドのつ
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け方をイラスト付きで説明されており、理解しやすいものと

なっている。 

2020年 10月号では、インターハイ中止の決め手となった

3つの理由についてまとめられていた。3つの理由として、ま

ず“移動”は、県をまたいでの移動や競技会場から宿舎への

移動で感染リスクを高めてしまう危険性がある中で、対策が

困難であるということがあった。次に“学校”が挙げられ、

文科省から全国の学校に休業措置に関する通知文が出され、

自治体によって長さに違いはあっても部活動ができない中で

技術力や体力の低下による事故や怪我への懸念があることが

要因とされた。 

 最後に“医療関連の逼迫”で、新型コロナウイルス以前か

ら夏季インターハイにおいて全競技で救急搬送が三桁になる

ことに加え、新型コロナウイルス禍による追い打ちで安心・

安全を確保できない可能性があると判断された。中止になっ

た弊害としては、大学へのスポーツ推薦など個々人の進路に

影響を与えることなどが挙げられた。 

 2021年 1月号には第 70回宮前区剣道大会の詳細がまとめ

られており、無観客状態に加え、全員マスク着用で会場出入

りの際には消毒を行うことが徹底されていた。試合内容とし

ては、新型コロナウイルス以前と違う試合形式になっており、

竹刀をお互いに合わせ相手と距離が近くなる鍔迫り合いにな

った場合は速やかに審判が一定の距離を保たせ試合を再開す

ること、制限時間内に勝敗が決しなかった場合は、無制限の

延長から一定時間の延長に変わり、それでも勝敗が決しなか

った場合審判 3人による判定形式に変更されていた。 

 これらをまとめると、最初に新型コロナウイルスが蔓延し

始めた頃は、「すぐに沈静化されると思っていた」という意見

が多数読者アンケートにもあったように初期の頃は文献内で

も新型コロナウイルス関連記事は少なかった。時間の経過と

ともに新型コロナウイルス関連記事が増加し、緊急事態宣言

後は 2021年 1月号までの全ての冊子に掲載されていた。内

容に関しては、初めは剣道ができない状況に対して今は我慢

という耐久型の記事が多かったが、後半は新型コロナウイル

ス禍でどう工夫して剣道を行っていくかの共存型に変化して

いた。また、対策でもポジティブな意見が多く変化した状況

に柔軟に対応していく姿勢が見えた。 

 

6. 考察 

本研究の目的は、新型コロナウイルスによる影響を踏まえ

たうえで、伝統文化である剣道の価値を維持し、新しい剣士

を獲得するために何を行っていくべきかを検討することであ

った。年々新規剣道人口が減少しており新型コロナウイルス

によって更なる追い打ちをかけられた状態であることが最初

の問題提起となっている。この問題を本研究で行ったアンケ

ート調査と文献調査を基に考察し解決策を考えていく。 

アンケート調査をまとめると、理由は様々ではあるが新型

コロナウイルスによって剣道界に悪い影響を及ぼされたとい

う意見が多く、これまで剣道ができることが当たり前だった

状況が突然変わり戸惑いを隠せない人も多く見受けられた。                 

このような理由から、アンケート調査結果の多くの回答にバ

ラつきがみられず、偏りがあり、回答者が共通の認識や見解

を持っていることが分かった。特に、その傾向が見られたの

が質問②の「剣道へのイメージは、新型コロナウイルス発生

以降どう変化したのか。」である。影響については悪化したと

いう回答が多い中で、理由として「ソーシャルディスタンス

を保つことが難しい」、「マスクをした状態で練習をしなけれ

ばいけないなどの条件が厳しい」の２つで半数以上を占めた

ことが挙げられる。初めて経験する事態で内面的な部分では

なく新型コロナウイルスを通して目に見えて変わった部分の

回答が多かった。 

次に、質問⑤の「剣道にどのような価値を感じていますか。」

については主に「礼儀作法を学ぶことができる」、「精神力を

鍛えることができる」などの精神的需要と日本文化要素を含

んだ理由が多くあった。私自身も両親に礼儀作法を学ぶこと

ができるという理由で剣道を勧められた経験がある。剣道だ

けではなく、武道全般において礼儀作法が学べる事は一般的

に認識されている可能性が高い。これに関しては、武道とい

う点において精神的需要が高く、新規剣士獲得に強くつなが

っているものであり、評価されるべきものだが一方で、剣道

そのものに対する魅力に対しての評価や技術力向上のためと

いった直接的な要因が少ないのではないだろうか。このこと

から、精神的需要と日本文化要素は世間に十分に認識されて

おり、剣道そのものの魅力を積極的に伝えていく必要がある

のではないだろうか。 

また、回答の中で私が個人としても共感できると感じたの
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が「広い年齢層のつながりができる」というものである。剣

道は、高齢になっても継続することができるという点におい

て、少子高齢化社会である現代においてアピールすることが

できるポイントであり、新型コロナウイルスが収束してから

の幅広い年齢層に向けての普及に役立つものではないかと考

える。 

次に、質問⑥の「日本古来の文化である武道の価値を新型

コロナウイルス以降にどう守っていくべきであると考えます

か。」に対して最も多かった意見は、「練習や試合をするにあ

たっての基準やルールを定め、世間から見ても安全と分かる

ように対策を行う」という回答だったが、この意見は、普及

するにあたって大前提であり練習再開前に対策してから次に

移るべきであると考えているので、主に他の意見に関して考

察を行った。 

他の回答にあった、「武道としての価値を損なわずに、これ

までの考えや慣習を変えていくべき」は実現することができ

れば、例えばこれまで否定されてきたオリンピックへの参入

などにより本格的なスポーツ化にも繋がり、より幅広い年齢

層や日本だけでなく世界に剣道を知ってもらい普及するきっ

かけになると考えられる。現在、世界的な剣道大会は 3年に

一度、国際剣道連盟主催で世界剣道選手権があるが、剣道経

験者には認識されているものの一般の人にはまだまだ認知さ

れていないという状況である。そのためにも国際大会の代表

格であるオリンピック参入は剣道界において革新的なものに

なる。「今までやって来たことを続けていけば大丈夫である。」

という意見に関しても「武道としての価値を損なわずに、こ

れまでの考えや慣習を変えていくべき。」と同じ回答数で、革

新と保守の意見が並ぶ結果となった。 

また、回答「なし」の部分は全てが初めての経験で自分自

身が混乱しているため、次のことを考える余裕がないので分

からないという理由が多く、人数も多くあったことが推察さ

れる。 

質問⑦の「新型コロナウイルス過において悪いイメージを

持たれていることを前提とし、剣道を幅広い年齢層に普及す

るには何をすべきであると考えますか。」に対しては「メディ

アを使ってアピールしていく」という回答が多くそれ以外に

も「剣道の良さを伝えていく」など伝えていくことが重要で

あるといった回答が多かった。しかし、伝えていくといって

も現代では手段が多く、すべてに手を出そうとすると、かえ

って逆効果になることが考えられる。そこで、数ある手段か

ら案を絞り比較しながら考察を行った。具体的には、スポー

ツを取り上げるバラエティ番組で剣道をピックアップしても

らい、入り口は、遊びでも良いので剣道とはどのようなもの

かを簡単に理解してもらうことが最善策ではないだろうか。

テレビ番組以外では、SNSで剣道関連の動画を投稿し人気に

なることを狙い一気に知名度を上げ興味を持ってもらう案も

想定される。全体としては若い世代には親しみがあり簡単に

視聴することのできる YouTube等の動画配信サービスで試

合を載せることも有効であるが、システム上剣道関連の動画

を見るためには自ら検索をしなければならないため未経験者

まで届かないことも考えられ、まずは大衆が対象となってい

るテレビ番組を優先するべきであろう。 

また、少数意見ではあったが剣を扱うアニメや漫画と関連

付けて剣道をアピールする案もあった。特に近年の日本アニ

メの代表作となった「鬼滅の刃」は、大手回転寿司チェーン

店とのコラボキャンペーンを展開することによって、さらに

認知度を高めている。幅広い年齢層に人気があり、剣主体で

描かれている漫画やアニメと、競技者の年齢層の幅が広く竹

刀を扱う剣道を組み合わせることは有効だろう。 

最後に現役生に対しての今後の状況改善策としては、大会

開催に向けての取り組みとして、試合の開催・観戦がどちら

も三密になることから、変更や対策が求められるため、待機

場所や入場制限など運営が早めにガイドラインを示す必要が

ある。また、対人接触形式の試合や練習が難しくなっていく

ことが予想されるが、剣道の理念から外れない範囲で、練習・

試合方法を変化していくことも考慮すべきである。 

 文献の内容分析においては、2020年 8月号に関しては、新

型コロナウイルスの影響を悲観することなくポジティブな意

見が述べられており、2021年に開催予定の東京オリンピック

では剣道競技が採用されていないが、日本自体がフォーカス

されることに合わせて日本文化である剣道をアピールしてい

くことは確実に普及に貢献すると考えられる。2020年 9月号

にあったガイドラインに関する記事もあったが、実際のガイ

ドラインは文字ばかりで分かりづらい部分もあり、細かい部

分には触れていないため、それぞれのとらえ方によって実施

内容が異なる可能性がある。それに比べて剣道日本のような
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機関誌が掲載しているガイドラインは、細かく注意してもら

いたいところは赤文字や、赤線が引かれていて実施内容が統

一されている。このガイドラインはもっと多くの人の目に触

れるべきであろう。2020年 12月号では、ひとつの道場をピ

ックアップし、オンライン稽古会について書かれていたが、

取り組みとしては実践稽古ができないものの、新型コロナウ

イルス対策にもなり距離が遠い人でも参加できることがメリ

ットであり、貴重な経験を得ることができる機会を身内だけ

で行い、広めていないことがデメリットではないかと考えら

れる。現状はオンライン稽古会の情報を知っている人だけが

参加している状態であるので、拡散力のある SNSや動画サイ

トを利用して今以上の多くの人に経験してもらい、剣道の輪

を広げることによって価値を高めていくことが重要になって

くるのではないだろうか。また、特に 2021年 1月号に掲載

されている実際に新型コロナウイルス禍で実施した大会の活

動報告は貴重なものであり、今後の大会実施に当たっての基

準となるのではないかと考えられる。本大会で見つかった改

善点を全日本剣道連盟が確認し、改めて公式が基準を設ける

ことが少しでも早く全国規模の剣道大会実施に近づくのでは

ないだろうか。 

 

7．まとめ・提案 

 まとめとして、新型コロナウイルスによる影響を踏まえた

うえで、伝統文化である剣道の価値を維持し、普及を行い、

新規剣道人口増加を目指すためには、密接防止のための対策

を公式に定めた中で、オリンピックなどの世界規模大会の参

入・実施や日本文化の漫画やアニメを利用しての剣道の知名

度上昇と良さのアピールが必要である。 

また、今回のアンケート結果では、各質問において現役学

生剣士である多くの回答者が同意見である場合が多く、提示

した問題が現状況における剣士の解決すべき共通内容である

ことが分かった。 

 今後さらに剣道を広めるためには、いくつかの障壁も存在

する。代表的なものは、オリンピック競技参入においての武

道価値問題がある。オリンピック参入により、知名度が上が

り新規剣道人口増加が見込めるメリットがある一方で、日本

古来の文化である武道としての特性が失われる可能性のある

デメリットも存在する。スポーツを通した人間育成と世界平

和を究極の目的としているオリンピックにおいて、あくまで

もスポーツではなく日本武道であるという剣道の本質では違

いがあり、この問題については長期の時間が必要となってく

るが、より一層の研究によって解決していくべきである。現

段階では、剣道の文化価値維持と新規剣道人口増加には、剣

道の本質としての理念は崩さずに柔軟に現状況に対応した幅

広い年齢層が理解できる対策を実行することが重要であろう。

具体的には、メディアや SNSへの露出を増やし、共通部分の

あるデジタルコンテンツとの提携で認知度を増やしながら新

型コロナウイルスによるマイナスイメージを払拭していくこ

とが解決策として挙げられる。特に、テレビにおける露出の

増加など、身近なところで無関心の状態からの知名度を上げ、

徐々に剣道への興味を持ってもらうことが、日本文化として

の価値を維持し続けることにつながるのではないだろうか。 
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